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先週までは三月とは思えない厳しい寒さで雪も降ったりしましたが、この頃はようやくこの季節らしい暖かさになって

きました。小中学校の卒業式も執り行われ、近隣の桜の蕾も膨らんできていよいよ春爛漫の時期を迎えます。 

自治会の通常総会も来月予定しており、先月の班長会では役員選出抽選も行ないました。役員一同も今期の総括

と来期に向けての課題の整理を行なっており、総会資料の作成を順次進めています。 

今回「総会開催のお知らせ」を全戸配布させていただきます。期初のお忙しい時期となりますが、多くの皆さんのご

出席をお願いいたします。 

なお、議案書と出欠確認票・委任状の配布は会計監査日程もあり、４月７日以降となりますがご承知おきください。 

 

・ 開催日時  ２０２４年４月２１日（日） １０時～１２時 

・ 開催場所  こてはし台中学校 体育館 

 

【 み春野集会所 事務員募集のお知らせ 】 

この度、み春野集会所の事務員に欠員が見込まれるため、補充要員を募集します。 

詳細は別紙「集会所事務員さん募集！」（み自発２３－７９号）をご覧ください。 

 

【 各部からのお知らせ 】 

１．防災部より 

《 地域づくりと「防災」の取り組みについて 》 

２月下旬から千葉県東方沖の地震活動が活発化しており、千葉市をはじめとする行政は、住民に対して必要な備えを

今一度確認するよう求めています。地域防災の基本は、「自助、共助」であり行政による「公助」はプラスαです。近年は、

「行政の責務」を一番に掲げる風潮がありますが、行政による限界を意識し、地域は一体となって対応力を向上すること

が求められています。リスクを身近に感じることがなく平穏な日常が続くと楽観視し、防災に取り組む動機は低下します。

一方、地域の持続性を担保するためには、地域を最も理解している住民が主体的

に「防災」も含めて、さまざまな地域づくりに参画することが重要です。３月２日には、

地域の避難所運営委員が行う指定避難所の点検において、太陽光発電パネルに

繋がる非常用自立コンセント設備が確立していない事実を確認しました。 

訓練していないことは、本番では上手く出来ません。参加者一同、訓練の重要性を

再認識する機会に恵まれました。 

 

（写真：ポータブル発電機の点検を行う避難所運営委員令和６年３月２日・こてはし台小学校） 
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